
多発条件

多発条件

症状多発条件

被害

▶20～30℃、
多湿条件
▶隣接圃場など
外部からの侵入

▶外部からの飛来・侵入
▶25～30℃
▶乾燥

▶水浸状の小さな斑点
▶悪臭、軟化腐敗
▶細菌による病害

▶ 激しい降雨
▶ 食害・傷が多い圃場

▶20～25℃
▶乾燥
▶隣接圃場など
外部からの侵入

▶葉の萎れ、縮れ、萎凋する
▶ウイルス病の媒介

多発条件

シロイチモジヨトウ

ハクサイ編
病害虫注意報 2023年9月号

※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

チョウ目害虫 アブラムシ類 軟腐病

高温少雨が続くと、チョウ目害虫やアブラムシ類などが多発します。
台風の被害を受けると、病害も感染しやすい状態になるのでご注意ください。

ハスモンヨトウ

順序 RAC 対象病害虫 薬剤名 希釈倍数
使用
時期

回数

➀
M01 軟腐病、ﾅﾒｸｼﾞ類 等 兼商クプロシールド※ 1000～1500倍

（ﾅﾒｸｼﾞ類1000倍）
ー ー

5
ｺﾅｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ｱｵﾑｼ 等 ディアナSC 2500～5000倍 前日 2回

➁
31 軟腐病・黒斑細菌病 スターナ水和剤 1000倍 7日前 3回

30
ｺﾅｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 等 ブロフレアSC 2000～4000倍 前日 3回

③
U18 軟腐病・黒斑細菌病 バリダシン液剤5 500倍 3日前 3回

28
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｺﾅｶﾞ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 等 兼商ヨーバルフロアブル 2500～5000倍 前日 3回

④
2 白斑病・黒斑病・菌核病 ロブラール水和剤 1000～1500倍

（菌核病1000倍）
14日前 3回

4A
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ

ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ アルバリン顆粒水溶剤 2000～3000倍 3日前 2回

※野菜類登録/結球期以降使用不可

予

予

予

予

弱った株の回復に！

1,000倍 葉面散布

※ストレプトマイシン剤、キチン、キトサン類、カルシウム剤（ファイトカル
を除く）、微量要素剤、鉄など金属を含む葉面散布肥料との混用は
避ける。井戸水で、鉄分などを多く含む水での使用も避ける。

大雨や強風で植物に傷がついたときに散布！
カビの病気を防ぐ農薬との混用がおすすめです☆

弱った株の回復に！ 茶葉から抽出した
植物活力資材

肥料登録
生第91402号

▹優れた展着性・浸透性で、
葉先までカルシウムを届ける‼

10～14日おきに葉面散布

肥料登録
生第83188号

アミスター、無機銅、ホルモン剤
液肥類との混用は出来ません

▹有機酸とトレハロースによるＷキレート
カルシウム含有
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